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中南米 で話 され るスペイ ン語(AmericanSpanish)と、 スペdン 本 國で
話 され る標準 スペ イン語(Cas七ilianSpanish;S七andardSpanish)との間で
は、文 学語 に於 ては、殆 ん ど 差 異 が 認め られ ないけれ共 、Sp.の 標準的 口語
は、多 くの黙に 於てArn.Sp.の 口語 と大 いに異 つてい る。其の上 に標 準Sp・
は スペ イン本 國に於て す ら教養 ある人達 にのみ 限 られて お り、 本國 に於 て一 般
的で粗野 で ある と考へ られてい る少藪の表現 は、 中南米に於け る上 流肚 会 に於
て屡 々認 め られてい る とv・う場 合が ある。 けれ共 、本國の どこか で も中南米 に
於 て用 い られて いる用法が震 見 され る。兎 に角 、 口語 と文語 との間隙が 中南米
に於 て著 しい こ とは事實 であ る。
Am.Sp.の 軍 語 は外 的要素 に依 り豊富 に され 叉現在豊 富に され たつNあ
ると同時 に、内的要素か らも同様 に豊 富 に されつsあ る。Am.Sp.の 特 性 を
決定す るに際 して、顯 著 な外的要 素 は無敏の土 着の言葉 を借 用 してV・ることで
あ り、此 等の大部 分 は スペ イ ン語 の型 に合 うや うに攣更 され、 土着語が話 され
,
叉 依 然 と し て 話 さ れ て い る虚 の 地 勢 、植 物 匿 系 、 動 物 匠 系 、 食 物 、 飲 料 水 、 着
物 、 器 其 、 住 居 及 び 地 理 学 上 の 地 帯 に 典 型 的 な 習 性 に 結 び つ い て い る 。Pedro
HenriquezUrefiaのした イ ンデ ィ ア ン言 語 に 依 つ て 影 響 され た 五 つ の 主 な る
方 言 の 中で 、 最 も最 初 で 現 在 殆 ん ど 活 動 して な い 源 はCarribbean即ちIndo-
Anti11ean語で あ る。 ア メ リカ の 獲 見 及 び 其 の 植 民 地 はArawak(=oneof
anumerousandwidelysca七七eredIndianlanguages七〇ckofnorthern
andnor七h-eas七ernSou七hAmerica,and七heWes七Indies.-ACD.)言語
及 び 彼 等 の 張 力 な る征 服 者 で あ るCaribs語 か ら多 くの 言 葉 を借 用 して い る。
そ して 其 の 支 脈 で あ る ア ン テ ィ ル 列 島 及 び ベ ネ ス エ ラ海 岸 及 び 墾 野 及 び コ ロ ン
聖
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ビヤの 北部 に 擾 がつてい る。 この 地 域 の 現 今 の 文 学 に 於 てArawakか ら
araeabuoo(森)とい うよ うな軍語が あ りCaribs語か らベ ネ ス エ ラ に 於 て
agaje(籠の一種)と い う軍語 が あ りarepaぐトウモ ロコシで 出來 たパ ンヶ 一
キ)とapamate(高V・枝の分 れた木の一種)は べネ スエラの築野のCumanagota
か ら來 てお り、cachicamo(アルマ ジ ロ、南米 に佳 む哺乳動 物)は べネ スエラ
及 び コ ・ンビヤのTamanacaよbdure(木 の幹 か ら作 つた椅子)は べ ネ ス
エラ、 ブ ラ ジル及び アンティ〉レ列 島のfTafnoから來 てv・る。十六 世紀 か ら、
此 等の言葉 の用法 は他の 國 々に撲が り、 そ して其等の言葉の意 味 は 攣 更 さ れ
た。例 え ばBahama群 島の.Yucayoからのbarbaeoa(もとの 意 味 は"構
造,'であ るが 、色 々な 目的 のた めに使われ るが)は 、ペ ルー、ポ リビヤ、 エク
ア ドル、 コFン ビヤ、 申央 ア メリカに於 て用い られ、"焼肉"と い う擾充 され た
意味 に於 て は、中央 ア メ リカ、 クーバ 、 メキシ コ及 びベ ネ スエ ラに於 て用 い ら
れ る。
1519年に始 まつたCor七6sのメキシ コ征服 と共に、 そ して メキシ コ及 び米
國の南部 及 び南 西部 をスペイ ン人 が 探 瞼 した 爲、 スペイ ン語 はNahuat1語
(=anyof`asubgroupofU七〇-Az七ecaIanguagesofcen七ralMexico,.
includi皿gAz七ec・-ACD.)の輩 語 を吸 牧 し始 め た 。 そ して そ の 征 服 は 、 イ ン
デ ィ ア ン の 文 化 を璽 迫 し なが ら今 日 に 到 る 迄 、 借 用 し績 け た 。 この 地 方 は 又 申
米 を含 む 。 そ ～二で はMaya(=七hehistoricalandmodernlanguage6fthe
Mayas,ofMayanstock.-Acl).)及びChapanecaが 最 も主 要 な る言 語 で
あ つ た 。 た と えぼhuaque(干 し蕃 椒 の 一 種)、jOCO七e(桃の 一一Pt)xocO七ama1
(肉の なv・メキ シ コ料 理 の 一 種)はNahuatl語 か らで あ り、guajiro(クー バ
の 百 姓)はmayaの 方 言 で あ るYucatecoから來 て い る 。nimbuera(陶器 の
浴 槽 り は=カ ラ ガ 及 び コ ス タ 、 リ ヵ に 於 け るChapanecaよ り來 てv・る。
FranciscoPizarro(1475-1541)がペ ル …ー を 征 服(1527-33)し 後 に
Quesadaがコ ロ ン ビヤ を 征 服 して か ら、 二 つ の 文 法 的 に 、 そ して 語 畔 的 に 同唯
じ イ ン ヂ イ ア ン の 言 語 が 征 服 者 の 言 語 即 ちAimara及 びQuechua(=七he
languagespokenoriginallyby七heIndiansofCuzco,tI》eru,spread
`
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widelybytheconques七sof七heIncas.-ACD.)の言 語 に侵 入 し始 め た 。
こ れ ら は ベ ネ ス エ ラの ア ン デ ス地 方 、 コ ・ ン ビ ヤ の 西 海 岸 及 び 其 の 奥 地 ＼ エ ク
ア ドル 、 ペ ル ー 、 ボ リ ビ ヤ の 北 部 に 存 在 して い る。Quechua及 びAimar6か
らの 言 葉 は ペ ル ー 、 ‡ ク ア ドル 、 ボ リ ビ ヤ の 文 学 に 普 通 で あ る 。 何 故 な ら イ ン
デ ィ ア ンの 人 々 が 最 も大 きV・要 素 で あ るか ら。 これ よ りそ れ 程 重 要 で なV・イ ン
デ ィ ア ン の言 語 は コ ロ ン ビ ヤ に 於 て はChibcha(=anextincttribeof
ci.vilizedAmericanIndians,formerlylivinginahighpla七eauof
Bogot5,Colombi・a.-ACD.この 種 族 が 使 つ た 言 語)及 び エ ク ア ドル の
Esmeraldasに於 け るCayaptaであ る。Quechuaか ら の 借 用 語 は 、antara
(葦の 笛)chacchar(コカの 樹 をか む)110que(柔軟 な 棒 うminga(集 團 の 人
々の す る奉 仕 的 な 仕 事)、Aimaraか らpongo(イ ン デ ィ ア ンの 召 使 い)apir
(鑛 山 に 於 け る蓮 搬 人)eOCO(ゴ ・ナ ツ トの 樹)chip・a(革紐 の 網 目)が あ る 。
1540年にPedrodeValdiviaが チ リ ーに 侵 入 し、 物 凄 い ア ラ ウ カ ノ 人
(Araucanian=alinguis七iGs七〇ckofChilea,ndnorthernA■gen伍na-
ACD⇒ との 職 に 於 てSp.は]近apucheに 依 つ て 大v・に影 響 を 受 け た 。 ア ラ ウ
カ ノ人 は 今 は50万か ら5万5千 位 に 減 つ て い るが 、 チ リー の 文 学 に 豊 富 な 軍 語 を
加 え た 。1536の昔 に ス ペ イ ンの 探 瞼 者 がRfodeIaPlataに 入 つ た 時 に 、 其
に 關 聯 した 言 語Tupf(=amemberofatribe,orofawidespreadgroup
of七ribes,ofSou七hAmericanlndians,form五ngadistinc七1inguis七iG
s七〇ck,1iving縞long七heIowerAmnazo.n,alongtheBraziliancoas七,and
throughBrazilin七〇Paraguay-ACD.こ の 種 族 の 話 す 言 語)及 びGuarani
(=animportan七cen七ralSou七hlAmericantribeofTupianfamilyand
affi工iation.-ACD.この 種 族 の 話 す 言 語)はAm.Sp.に 根 跡 を残 した 。 こ
の 方 言 の 地 域 は ア ル ゼ ン チ イ ン 、 ウ ル ガ イ 、 パ ラ ガ イ 、 及 び ボ リヤ ビヤ の 南 西
部 の 一 部 を 含 ん でV・ る 。 ア ル ゼ ン チ ン 及 び ウ ル ガ イ の 作 家 達 はTupfと
Guaranfの借 用 語 、例 えばguri(イ ンデ ィ ア ンの 子 供)ombti(パ ンパ に 生 え
る木)aguara(狐 の 一 種)mandioca(そ の 根 か ら澱 粉 、 タ ピ オ カ 等 を 産 す
る)。
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第二番 目の借用語の外的要系の源 は、ア フリカの黒 入の言語で あつ て、維濟
的 開爽 が始 まつて、黒 人達 が最 初馨働 に使われた時 に、新大陸 に移植 され クーバ
に於 け るAm.Sp。 に或 る印象 を植 えつ けた。程 度 の差 は低いが ア ンテイル列
島、中米の熱幣の地域 に於 て も植 えつけた。 コ ・ン ビヤの敏地方 、ベネ ス エラ、
エクア ドルに於 ては最 も僅 少の印象 を植 えつけた。 ア フリカ語 は通例 、音樂 、
踊 り、迷信及 び儀式 に關 した言葉で あ り、 そ うした言葉 はア フ リカを主題 とし
た詩 や散文 に於て用 い られ てい る。例 えば コスタ、 リカ とパ ナマに於 てang6(
バ ナナを原料 とした ドロ ドロの スープ)、bacha七a(踊り)、コ ロンビヤ及び ブエ
ル ト、リゴに於 てbaqui漉(葬式)、エクア ドル及び キユーバに於 て は、bong6
(太鼓)等 。
ア ンテイ ル列島 に於 け る奴隷費買の 日か らAm.Sp.は 英 語 を借 用 し て い
る。然 し借用 の割合 は19世紀 に於 てSp.に 樹 す るFr.の影響に等 しい程 度に
20世紀 に於 て増 加 した。英語の刺戟 は1898年に始 ま り、其の時 は米 國は カ リビ
ヤ諸國 との關 係 を強化 し、 そ してパ ナマ運河の建設 と共 に、其 の範 園 は廣 まつ
た。政 治的 のつ なが り、映書 、ラジオ、近 代交通機 關の護達 は、ラテ ン、ア メ リ
カ諸國 を英語 と密接 に結 びつ け、 そ して 文 学に於 て、種 々の表現が 現わ れた。
例 えぱb!a16!(he110Dchincibf(gingerbeer)norsa(nurse)luquear(look
a七)olrai七(allrigh七)七〇fe七e(七〇ugh)等o
Am.Sp.は標準Sp.か ら借 用 してい る程Fr.か ら借 用 して なv・。 何故
な ら絵 り双方の間に接鰻が なかつたか ら。或 る方言 はHai七iのFr.か ら取 ら
れ てい る。 例 えばcomp6reからのcomp6(友達)。當然 の ことなが らFr.の
借 用語の大部 分 は・態 度 とか 着物に關 し左 もの が多 い。bru七anfe(人の不艦裁
な こと)crupi6(ぼくち打 ちの助手)burato(絹の織物)co七伽 くジヤケ ツ)、
ラ、 プラタ河地域(ア ルゼ ンチ ン、 ウルガ イ、 パ ラガイ)に 於 て は、ポ ル トガ
ル語か らの種 々の借用語が見 出 される。 そ して 、 それは ブラ ジルを経 てAm・
Sp.に入つて來 た。例 えばbarullo(混欝L)conchabar(賃金 を得 る爲 に働 く)
cismar(考える)七amango(粗野 な皮の靴)等 が あ る。
アルゼ ンチンに於 ては多 くの イ タ リヤ人が い るか らして、澤 山の イ ダ リヤ
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語 が あ る 。 例 え ばbachicha(イ タ リヤ の 國 籍 の 人)escorzonera(革の 一一種)
pasarela(小さ い 橋 叉 は道)等 。
Am.Sp・の 内 的 要 素 の 一 つ は 古 語 が あ る とい う こ とで あ る。 こ り 事 は 植 民
地 時 代 に 新 大 陸 にSp・ が 移 され た 多 くの 地 域 が 標 準 語 を 話 す ス ペ イ ン人 との 接
鯛 を 断 た れ 、 從 て 彼 等 の01dSp.の 形 態 に 於 て 軍 語 を保 存 してv・る こ とで あ
る。 中 南 米 特 に サ ル バ ドー ル 、コ ス タ、リカ 、ア ル ゼ ン テ イ ン、ニ ュ ー メ キ シ コ 、
に 於 て 現 在 使 わ れ て い る古 語 の あ る も の は 、mesmo(mismo)POS(pues)圏
onde(donde)dende(desde)ende(desde)escuro(obsci皿o)semos
(semos)vido(vi6)ansina(asi)ansf(asf)等で あ る。
Am.Sp.の これ と反 封 の 特 質 は 、著 者 、嚢 明 家 や 他 の 個 入 達 の 創 造 に かs
る 語 で あ り、 一 般 的 なcoim(ge(新造 語)で あ る。 例 え ばregUS七〇(強 い 快
樂 うgluglu七ear(ゴロ ゴ ロ喉 を させ る)9{iiriri(グウ イ リ リ とv・う音 を 出 す 小
さい ア ヒ ル)。 この 二 つ の 型 に 於 て は 擬 音 と繰 返 しが 普 通 で あ る。
Am.Sp.に 於 け る造 語 法 は 標 準Sp.と 同 じ方 法 に依 るけ れ 共 、 言 語 が 占
め る 廣 範 園 の 地 域 の 爲 に 、 新 大 陸 に 於 て 、 特 に 生 産 的 嬰 素 で あ る よ うに 思 は れ
る 。arrancada(牧穫 を す る動 作)boieadoras(輪な わ)bajanza(マグ ダ レ
ナ河 の 魚 が 下 流 へ 戻 つ て來 る 時 期)naricear(動物 の 鼻 の 中 に 縄 を 通 す)
peta七earse(死ぬ)perequero(騒動 を 起 す 人)p漁gual(チ リー で 産 す る"白
V・木"pa七aguasを植 え る こ と)等 は 非 常 に屡 々で あ る。 動 詞 と名 詞 か ら成 立
つ て い る 複 合 詞 、 例 え ばma七a-buro(ブ ラ ン デ ー)ma七asano飢 讐 者)
mirasol(驚に 似 た 鳥)、 名 詞 と動 詞 との 結 合 で は 、pespun七ear(歩く)が あ
り、 代 名 詞 と動 詞 で は 、med乱n(隣 入 の 要 講 に 態 じ て 、隣 人 の 助 け に や つ て 來
る 一 群 の 人 々)、 二 つ の 名 詞 の 結 合 で は 、milpesos、句 を 結 び つ け た 語
porsiacaso(鞍袋)、QuechuaとSp・ とが 一 緒 に な つ た 語 に は 、manavali(債
値 が なV・)及 びperduncha(小 さ な冤 罪 符)、 或 る物 が 輸 入 され る 所 の 場 所
の 名 前 か ら作 つ た 新 しV・軍 語 に は 、antimacasar(椅子 の 背 か らマ カ サ ル 油 を 、
つ か な い よ う に す る の が 元 來 の 意 味 で 椅 子 の 背 覆)pisco(PeruのPiScoか
ら來 た 、 ブ ラ ン デ ー)araugaria(チリー の 一 地 方 な るAraUCOか ら來 た 松 の
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学 名)、choapino(チリーに於 け るア ラウカ ノ民 族に依 つて織 られ る小 さな毛
せ ん)bugambilia(フラ ンスの 族行 者のBugainvilieに因ん で名付 け られ た
美 しV・花の 嘆 く葡萄の木 りcolis(ConnecticutのCollinsCo・に依 つて作 ら
れ たCostaRicaの栽培 に用 い られ るナイ フ)
吹 にAm.Sp.の 性質 に於て最 も興味深 い内的 要素 は其の意味上の攣化 で
あ る。生 きた言語 の軍語 は、 それ が存 在 してい る環 境が攣 りつLあ るために、
絶 えす意味上 の攣 化 を してV・る。 これ らの攣化 は地方的意味 と、 よ り一一Nの保
守 的 用法の標準 と比較 すれば よ くわか る。Sp.が話 されてい る新大陸6種 々の
使用 を果 して い るAm・Sp・ のorej6nとorejonaの形 容 詞 を例 にとつてみ
れ ば、二つの意味の攣化 の過 程が 見 られ る(1汰間に 自然 及び客 齪的 世界に於 て
或 る名前 や特性 を適 用す ること、(2)意味 の擾張や具艦的か ら一 般 的 に 攣 る こ
と。 その言葉 は最初 コ ・ンビヤ干原の牧 夫に適 用 された。 そ して彼 の大 きな拍
車即 ちorejonasのた めに、この ように特徴 づけ られ た。 この軍 語 はそれか ら荒
い卒原の住民 の一 般的 性質 に聯 想 され、 そして経 に誰で も荒 々 しい人間 に用 い
られ るよ うになつた。 チ リー-va於て仕 事 にi封す る一般 的の言葉 であ るpegaは
恐 ら く彼 等 に とつ て、仕 事 を意 味 す る 庭 の ソジ ユ ー ム硝 酸臨の鑛 脈 を鑛
夫参 たLく とい う特定の意味か ら稜達 した。屡 々物 質 を示 す輩 語 は・其か ら作
らψ る物艦 に後程 、適 用 される。 これ は一種 の意 味の限定で ある。 この種 の例
は種 々の地域 に於 け る帽 子の名前 に於 てみ られ る。即 ちelpit,i(元來 はfiber,
or七hreadmadefrom七hefiber,of七heagaveormaguey)-yarey(元は
aspeeIesof``guano,'palm七ree)、iraca(palm七reeusedforweaving
ha七s)。意味 の比喩 的鑛張 はchinchorro(小さな地 引 き網)の用法 に於 て知 られ
る等。(コ ・ンビヤに於 ては非常 に大 きv・魚網 、そ して又 コ・ン ビヤ及び ベ ネ ス
し
エラに於 ては厚い草の網 の 目のハ ンモ ツク)。この言葉 は多 くの貧 乏な 家 族 が
網 の目の よ うに、ごつちやに住んでい る大 きな共 同住宅の意味 に、コス タ、リカ
に於 て用V・られ るよ うになつた。pedircacaoとV・う語句 は縛義的 な意味 を得
た。 グア テマ ラの インディ アンの 中での文字通 りの意味 はC金 子 を講 求 す る」
で あ る。因 にcacaoは 交換 の手段 で あるか ら。 コスタ、 リカ に 於 て は其 は
'
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「哀れ みを求 め る、即ち降参す る」意味 に用V・られ る。
擬 人化 は植物颪系及び動物恒 系及び行動の 目的物 に最 も普通 に見 られ る。
其の例 として、boyero(畜牛が草 を喰 む時 に、一緒 につ いて歩 くアル ゼンテイ
ン及び ウルガイの鳥)、reinadeLanoche(夜に芳香 を放 つ コスタ、リカのか
愛 らしい花)、potrillo(馴れ てなvo小馬 と同 じ位に氣 ま ぐれな丸木舟)等 。 ¶
最 後 に交章 論の立場か らぼんの=つ 三 つSp.Am.に のみ用V・られ る用法
を述 べ てみ る。尤 も、 この問題tCついて は、改め て詳 しくi述べ る積 りで あ る。
Sp.は英語に較べ てSubjunctiveを用 い る程度が比較 にな らぬ程 多 く、
PastSubjunctivetCは語 尾が一se及 びraに 絡 る二つ の形式 があ る ことは文
法 善 の 読 く通 りで あ る。-seの 形 式 は元 來 がsubjunctiveであ り、 一一 raの形
式 は 元 來 は 直 読 法 で あ り時 々元 來 の 意 味 に 用 い られ る。Sp・Am.に 於 て は 一
ra形 式 の 方 が 大 多 数 の 人 々 に 依 て 用 い られ る 。Sp・Am.の 作 家 の 中 に は 、 專
ら この 形 式 を の み 使 つ て い る 者 も あ る。 從 て 或 る 南 米 の 作 家 達 の 中 にPast
SubjunG七iveの一ra形 式 を用 い てPluperfectindieativeとし て の 元 來 の 意
味 に 使 つ て い る も の さ え あ る。
Elhombrequetraicionαrα一V義zquez.
Unosdiasdespu6sdeaquelenquoAgus七incαntαrasuprimera
misa,estabayoalbalcδndelcomedor.一一Alfau.ノ
Subjunc七iveのつ い で に 、 これ はSp.Am.に の み と限 定 す る こ とは 出 來
なv・がSp.Am.に 於 て 、 口語 的Sp.に 於 て は 時kIndicativeが用V・ら れ て
い る こ と は 注 目 し て よ い 。
Sien七〇queestaenfermo.
砿s七imaqueyonoteng・elinforme.Prof.Moreno.尤 も昔 は
Emotiomalverbで決 してAsseverativeverbでな い 動 詞 の 後 に もIndicative
を使 つ た もの で あ るが 、(例 え ばPorDios,muchosiento/Quenoson
mons七ru()s-LopedeVega)。大 艦 現 在 で は 、 文 語 に 於 て は 、 この 用 法 は 消 失
し て い るが 、 口語 に於 て は決 し て 浩 滅 して な い。 中 南 米 に於 てArchaismが 、
か な り 使 わ れ τ い る こ と を 想 え ぱ 、 こ のSubjunctiveを侠 う と こ ろ に 、
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Ipdica伍veを用 い る用 法 が 中 南 米 に あ る こ と は 驚 く こ とで は な い 。
副 詞 の 語 法 に於 てStandardSp.に 於 て 感 嘆 文 を作 る時 に はqu6+形 容
詞 叉 は 副 詞 の 構 文 に 依 る。iQu6muchacha七anbonita!i'Qu6flor七an
hermOsa!この 語 法 の 他 に昔 はc6mo+動 詞+形 容 詞 叉 は 副 詞 の 構 文 が あ つ
た 。 例 へ ばiC6mobellaes!叉 は;C6moesbella!".Muygraciosa
esladoncella;/C6ntoes1)ellayhermosa!(}i工Vicente.この 構 文
は ス ペ イ ン に 於 け る よ り も 中南 米 に於 て よ り廣 範 園 に 或 る 地 域 の 口語 に 於 て 淺
存 して い る。 前 置 詞 に 就 て は云 へ ばen躯aに 依 て 中 南 米 に 於 て は 代 用 され'
てv・る とい う こ とで あ る。Entr6enlacasa.とS七andardSp.で は 云 う所
をSp・Am.で はEntr6alacasaとvoう 。 この 用 法 は 現 代 のSp.と 異 つ て
い る 所 を 見 る とAmericanismと考 え られ る が 事 實 は01dSp.の 用 法 で あ る。
?,Qu6hasen七radoasuaposen七〇?-LopedeVega.こ の 古 い形 が 巾
南 米 に於 て 強 く残 つ て るの で 、entrarに似 たinternarse,pene七rar,ingresar
等 々の 動 詞 に もenに 代 つ て 用 い られ る。 間 投 詞 に 就 てC6monoと い うの が
あ る。1:れ は 專 らSp.Am.に 於 て 用 い られ る の でAmericanismと 考 へ ら れ
てV・るが 事 實 は 古 いSp.で 、あ る限 られ た 範 園 の 人 々 に依 て 用 い ら れ て い た の
で(?,mepermi七enμs七edesiralamis,■:?Yledijσellaque'c6mono.
一一AurelioEspinOsa)現今 の ス ペ イ ンで は 知 られ てv・な い 。 この 表 現 法 は
疑 問 形 のgc6mono:2叉 は 感 嘆 のic6mono!が 多 くの 場 合 、 肯 定 と な つ て
8f叉 はcier七amen七e=yes,叉はcer七ainlyとして 使 は れ る に 至 っ た 。 何 れ に
して もSp・Am・ に 於 てArchaisln.が何 れ の 顯 に 於 て も・ 多 く淺 つ て い る こ と
は 、Sp.Am.の 大 き な 特 徴 とい え る。
以 上 を 約 言 す れ ばAm.Sp・ の 箪 語 はS七andardSp.よ り中 南 米 に 於 け
る く よ り廣 い 資 源 と機 会 に 恵 ま れStandardSp.に封 し新 しV環 語 と用 法 を 追
加 しつ 、あ り、 ア ル ゼ ンチ ンが 其 の 主 役 を 果 しつ 玉あ る こ とは 維 濟 的 、 政 治 的
に 指 導 者 の 地 位 を 占 め て い る こ とか らみ て 當 然 の こ とで あ る◎
樹Americanismの 中 で 、 最 も重 要 な 用 法 は ▽osの 用 法 、 即 ちVQseoで
あ つ てVosは01dSp.に 於 け る 二 人 稲 軍 敏 形 で あ り(maspormandarlo
ア メ リカ ン ・スパ ニ ツシ ユの特性(37)
vos,padre,yolohare"一一RomeraNavarro.
S七andardSp・に 於 て は 使 わ れ ぬ が 〉依 然 と してSp・Am・ に 於 て璽 倒 的 に 用 い
られ てv・る。'〈Voz七ambi6nvasaInorir.▽犯quez.Yosoy… …un
serranocomovos.一一 V証squez.)
この 用 法 に 就 て は*Kany敏 授 の 研 究 が あ る の で 、 そ れ を紹 介 か た が た 土
墓 に してVoseoの 用 法 を概 挽 して 置 く。Am・Sp.に 於 て は 親 し い形 の 二 人 稽 複
数 形 のVOSO七roもは 時 た ま 文 学 的 用 法 に 於 て 、 又 は 室 想 的 な ス ペ イ ン 人 に 依 て
用 い ら れ る以 外 は 中南 米 に 於 て は 、 消 滅 して い る 。 こ れ は 三 人 構 複 敏 形 動 詞 を
使 うu.s七edeSに依 つ て 取 つ て 代 られ てV・る。 ア ン ダ ル シ ヤ及 び 他 の 庭 で は 二
人 稻 動 詞 と共 に 使 わ れ たus七edesを聞 く こ とが 出來 る。(us七edesten6is)・
稀 な 文 学 的 なvoso七ros+第二 人繕 複 籔 形 動 詞 と会 話 的 なus七edes+三人繕
複 藪 動 詞 の 二 つ の 形 は 時 々飴 り教 養 の な い 、 又 丈 法 的 智 識 の な い 人 々 に依 て 混
爵Lに導 か れ て い る。 か う し た 連 中 は 正 しいSp・ の 二 人 稽 複 撒 ・即 ちVOSO七rOS
+二 人稠 複 敷 動 詞 を 肚 会 的 に 洗 練 さ れ た 形 と考 へ て 使 うよ う に努 め て い るが 、
これ は 大 した 釜 もな い こ とで あ る。 や が て 彼 等 は 二 つ の 形 を混 ぜ て 了 う とい う
誤 を犯 して 了 う。'何故 な らS七andardSp.のvoso七rosは使 わ なV・か ら 錆 つ
い て 了 つ た か ら。 こ う した 文 法 的 な 不 一 致 は 宇 敏 養 人 の 知 つ た か 振 りを 、 面 白
く、 おか し く示 す 爲 に 或 る作 家 に 依 て 取 りあ げ られ て い る。
Y・asabfamosqueuste4esnofαltαr6αis・…E5臨3envuestsαcasa.
Enseguidal¢svoyadarcuen七adelsecre七〇.Ustedesnosαbi・αna
qu6veniai・,6verdad:?一一 一Pa七〇1'uzti.
Tu七eoは 通 例 二 人 稠 軍 敏 動 詞 形 と共 に 用 い た 樋 の 正 しい 用 法 で 其 に 代 名
詞 のte,ti及 び 所 有 形 容 詞 の 七u及 び 七UyOを 伸 つ た もの で あ るが 、voseo
は 樋 に 代 つ て 親 しい 輩 激 のvosの 用 法 を意 味 し、 二 人 稽 軍 勲 及 び 古 語 の 二 人
稻 複 激 動 詞 形 を 使V・、 其 に 代 名 詞 七e,VOS及び 所 有 形 容 詞 の 七u及 び 七uyOを
伴 つ て い る。VOsear即 ち"vos"で 呼 ぶ こ と は"tu"で 呼 ぶ 所 謂 七u七earと一
般 に 封 抗 してV・る。 其 に もか 量わ らす 動 詞tutearは 屡 々VOSの 用 法 に 言 及 し
て い るの が 見 出 され る。 何 故 な ら双 方 と も親 しV・呼 び 街 け を 示 す か らで あ る 。
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正{as七a寧uraqueゐα5veni(lovos・G(iiraldes.
我 々 はvosearを 意 味 す る爲 に 用 い られ た 七u七earを獲 見 す るの み な らす
VOSに 言 及 して 言V・られ た 七Uを 獲 見 出 來 る。 斯 く してtdとVOSと を完 至 に
同 一 覗 して"h油1arsedettiydevos"と い うよ うな 語 句 も 出 來 た 。("
Eslinda……perono七anlindacomovos。Eralaprimera…・・vezque
Luciosea七reviaatutearlα… …Aqueltth(lueI》orprimeravezvolvia・・a
resonarensusoidOs・・.・t-"-Viana.
Vosearは時 々 ア ル ゼ ン チ ンに 於 て は 、 ふ ざ け てchechearと して 言 及 さ
れ て や る。 何 故 な らVocativepar七icleのche・は 屡 々 間 投 詞 のhombreの
檬 に 、 話 しか け られ た 人 の 注 意 を喚 起 しつsVoca七iveのvos又 はttiの力 を
持 つ た 二 入 稽 動 詞 を伸 う。 つ い で な が らcheはAmericanwordusedin
Argen七ineasafamiliarforlnofaddressと僻 書 に あ る。cheの 語 源 は 大
い に 論 議 さ れ た が 恐 ら く古 代Sp・ のceか ら來 て や る もの で あ る。 此 の 意 味
に 於 け る'cheの 用 法 は 主 と して ア ル ゼ ン チ ン と 關 係 してV・るか ら(ボ リ ビ
ヤ に 於 て も襲 見 され る が)他 國 の 人 々の 文 学 に 於 て ア ル ゼ ンチ ンの 人 物 を示 す
た め の 取 つC置 き の 手 段 とな つ た 。 チ リ ■・一に 於 て はcheは ア ル ゼ ン チ ン 人 及
び ボ リ ビ ヤ 人 に あ て は め られ た 品 位 を 落 す よ うな 形 容 辮 と じて 名 詞 化 され て い
る。 然 しvoseoは 嚴 密 に ア ル ゼ ン チ ン の 慣 脅 の み で は な く 中 南 米 の 各 國 に も
用 い られ る が 、 ア ル ゼ ン テ ィ ン及 び ウ ル ガ イ に 於 て一 暦 強 い 足 場 を 得 てV・る の
で あ る。Voseoの 地 理 的 流 布 はHenriquezUrefiaに依 る と中 南 米 の 三 分 の 二
を 含 ん で い る。 ▽oseoは 一 般 に ア ル ゼ ン テ イ ン 、 ウ ル ガ イ、 パ ラ ガ 人 の 大 部
分 、 グ ア テ マ ラ 、 エ ル ・サ ルバ ドー ル 、 オ ン ヅ ウ ラ ス、 ニ カ ラ ガ 、 コ ス タ リカ
の 大 部 分 を 占 め る 中 南 米 諸 國 及 び メ キ シ コのChiapas及 びTobasco爾 地 方
で あ る。 其 は チ リー 、 南 部 ペ ル ー 、 北 部 ペ ル ー、 ボ リビ ヤ 、 エ ク ア ドル に 於 て
は 樋 と衝 突 しつ 玉、 コ ロ ン ビ ヤ 、 ベ ネ ス エ ラ 、 パ ナ マの 内 部 及 び ク ー バ の 東
方 の 一 部 分 に 於 て 存 在 し て い る 。 こ れ に 反 し 七dは メ キ シ コ、 ク ー バ 、 ペ
ル ー 、 ポ リ ビヤ 等 の 各 地 、 北 部 コ ロ ン ビ ヤ 、 ベ ネ スエ ラ、 西 部 ヱ ク ア ドル 、 パ
ナ マ の 大 部 分 及 び サ ン ト、 ド ミン ゴ及 び プ エ ル ト、 リ コに 一 般 に 用 い られ て い
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る 。
次 にyoseoの い ろ い ろ な種 類 及 び 其 の 分 布 を述 べ る に 先 立 つ て 、 二 人 稻 代
名 詞 及 び 其 の 用 法 の 歴 史的 稜 達 を 簡 軍 に 述 べ る。
VOSは 十 六 世紀 初 期 迄 、 淺 存 して い た 複 数 形 で あ つ た 。 間 も な く 〇七rOSが
VOS及 びVOSの 双 方 に 加 え られ た 。 そ して 合 併 され た 形 は 明 確 に 複 敏 で 容 易
にnOS及 びVOSか ら匠 別 が 出 來 、す つ と 昔 か ら常 に 二 人 複 激 動 詞 が 伴 つ て い
る けれ 共 、 尊 敬 の 軍 数 動 詞 と して 用 い られ て 來 た 。PoemadelCid(1140)に
於 て はvosは 王 檬 と貴 族 、夫 と妻 、貴 族 と貴 族 と の 間 の 尊 敬 的 な 呼 び か け の 形
式 と して 用 い ら れ て い る。(vostomades,七〇medes,veedes,sodes,seredes,
e七c.)一方ttiは 下 級 の 者 に呼 び か け る の に 用 い られ て い る 。 例 え ばCidが 家
來 に 、 ム ー ア のBucir王 に 、 又 一 般 に 神 に 呼 び か け る 時 に ぐtifcaLlas,
dizes,eres,e七c.)然し この 初 期 に 於 て も 七dの 輩 歎 及 びvosの 複 激 形 は 時 々
同 じ 人 に呼 び か け る の に 使 わ れ た 。 例 へ ば 王 な 最 初 にt6でMufioGUS七ioz
に 話 掛 け 、 其 か ら複 敏 の 命 令形 を 使 つ て い る。 、(dizid⊥e;salu砿dmelos,
e七C.)。十 五 醒 紀 に 於 て 、 このVOS及 びtGの 置 換 え は 、 もつ と屡 々 と な り二
人 稻 複 数 動 詞 のdが 睨 落 しつNあ つ た 。(vayaes<vayades,soes<sodes)
そ して 屡 々二 人 稻 の 鍵 化 に 於 て隣 接 す るe'sは融 合 してir6s<irees〈.iredes;
deb6s<debees<debedesとな る。 恐 ら くdeb6sの よ うな 形 式 は 類 推 的 な 形
式sepas<sepaes<sepades,sos<soes<sodes,partfs《parties<par七ides
を生 ぜ し め た 。 これ に 反 し てaeとoeQグ ルe-一・プ は 急 速 にaiとoi(andais・
'
sois)と二 重 砥 音 化 さ れ 、 そ し て こ れ ら の 二 重 母 音 はee(avees>aveis;
debees>debeis)からeiの 稜 達 を 助 長 した 。 十 五 世 紀 の 中頃 ま で に 、 総 て の
これ らの 形 式 は 混 溝 して 用 い ら れ 、 多 くの 現 在 のAin.Sp.のvoseoと い う形
式 が 、 この 混 同 か ら 生 じた 。 十 五 世 紀 に は 呼 び 掛 け の 丁 寧 な 形 は 三 入 稻 軍 激 動
詞 を俘V・vues七ramercedとな り、17世紀 に はus七edと な つ た 。16世 紀 迄 に
最 も 廣 く 用 い ら れ た 形 はvos七 〇miis,、七〇mar6is,七〇m6is,tomabades,
七〇mariades,七〇mastes,etc.でvosと 樋 の 交 換 は 引 績 き 、vosは 徐 々 に 其
の 尊 敬 す る氣 持 を 失 つ た 。16世紀 の1頃 にvosの 用 法 は 侮 蔑 と迄 は いか な い ま
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で も、 親 しい 氣 持 又 は 話 者 の 側 の 優 越 せ る位 置 を 含 蓄 して い た 。17世 紀 の 間 に
VOS'は事 實 上 、親 しV・話 掛 け に は 七Uに 、丁 寧 な 話 し掛 け に はUS七ψ に 依 て 代 つ
た 。 然 しvosは 今 日迄Am.Sp.に 強 く淺 存 し て い る 。voseoは 文 法 学 者 に
依 て 正 しい 二 人 稽 箪 敏 動 詞 を 使 わ せ 、 二 入稻 複 激 動 詞 を 使 わ せ な い よ うに させ
た りvoseoは ひ ど い 野 攣 な 用 法 だ とか 、 恐 ろ しVOvoseoたとか の 批 難…に もか
㌧わ す 強 く根 を 張 つ て い るo
(i)TheRiverPla七e地 方 畠
ア ル ゼ ン チ ン、 ウ ル ガ イ 、 パ ラ ガ イ を 含 む 地 方 をTheRiverPZa七 〇
Regionと謂 うが 、 この 地 方 に 於 て使 わ れ るvoseoの直 接 法 現 在 形 をCastilian
Sp.の 攣 化 と封 照 し て み れ ば 下 記 の 通 りで あ る。
A.RGENI'1]冥ECASTILIAN
yO七 〇moyo七 〇mo
VOS七〇mast(i七 〇m(as
61七 〇ma61tomar
lloso七ros七〇M,■Mosnos七ros七 〇mamos
us七edes七〇manvoso七ros七 〇mais
ellOS七〇manellos七 〇m,■11
二 つ の 形 は 同 じで あ るが 二 人 稻 軍 数 及 び 複 激 の み が 違 ふ の で あ り、二 人 稻
複 敏 の 親 しい 形 はus七edesと三 人 稻 複 敏 動 詞 で あ るか らvOseoを 取 扱 う際 に
は 、 以 下、 二 人稻 軍 激 形 の み を學 げ る こ と に す る 。
PRESENT
VOS七〇m義S
ノ
VOScomes
VOSvivfs
PRESENT
vOS七 〇m6S
voscomas
の ノ
VOSVlvas
INDICATI▽E,
tG七 〇m,as
駈comes
七6vives
SUBJU]XTCTIVE
七tifomes
樋comas
七Uvivas
覧
瓢
ア メ リカ ソ ・ス パ ニ ツシ エ の 特 性
PRETERITINDICATIVE
vOS七 〇mas七e(七 〇mas七es)『 樋 七〇masもe
voscOmiS七e(cOmiS七es)七GcomiSte
VOSViviS七e(ViV'iS七es)七(iViViS七e
IM〔PERA.TIVE
七〇m義 七〇maアcomeeome
vivfvive
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他 の テ ン ス に 於 て の 動 詞 形 は こ 人 稻 軍 激 形 で あ る が 、 其 等 の 語 尾 の あ る も の は
Archaicな現 在 形 語 尾rc-一部 は 似 て い る 。(一 舶 く 一 ゑis,-6s<-6is,etc.)
從 て 、Imperfec七Indica七ivo:vos七〇mabas,comfas,vivfas,e七c.
Fu七ureIndica七ive:vos七〇marゑs7comer五s,vivir謡s,e七c.
Imperfec七Subjunctive:vos七〇maras,comieras,vivieras,e七c.
RiverPla七e地方 に於て は、voseoは粗野 な庶民的 な話 し振 りの特 徴で あ るば
か りで な く、 中流及び上流 階級 に迄、撲 がつ てい る。voseoがこの様 に廣 がつ
てい るの は、中南 米の この地方 におけ る顯 著 な特徴で あ る。同等の者 の間 に於
け る親 しい呼 びか けに用 い られた り、叉 目上 の者か ら下の者 に樹 して も用 い ら
れ る。後者 の場合 に於て は爾者の間 に距 りを作 る ことに な るが同時 に愛情 おも
含蓄 す るこ とになる。爾親の 子供 に樹 して、 そ してブ エノス、ア ィレスに於 て
子供達 か ら爾親 に封 して、然 し地方 に於 て叉粗 野な話 し方 に於 ては、子供達 は
us七edを以 て爾親 に話 し掛 ける。爾親 は又彼 等の 子供達に話 しか け る時 に は
VOsとus七edを併 用す る。若v・子供達 の場合 に於 ては愛情 を表 は す 爲 に、怒
りゃ或 は非難 を表 はす爲 にustedが用 い られ てい る。vosは術 兄 弟 、親類 の
間 に於 て用い られ てい る。学 校で敏 師 は 樋 を以 て彼等の 生徒 に話 しか け る。
生徒 達は敏 室で 、お互 にtoを用 いる。然 し彼等 が蓮動 場 に出 るや否 や、vosを
使 う。 と 、に奇妙 な ことには 、vOsを使 う人達の或 る者 は、親 しい手紙の中で
も、 この形 を書 くことを避 けて 、亀自 に切 り換 えてい る。
アルゼ ンチ ン文学 に於 ては、VOSは地方的 脅慣 を描爲 す る地 方的 小読 及び
留
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劇 に 於 て 特 別 な雰 園 氣 を作 る た め に 用 い られ る。 これ に 反 し 駈 形 は アル ゼ ン
テ ィ ン 生 活 を 理 想 化 す る傾 向 の あ る 虚 の 麟 諜 及 び 小 読 に 現 は れ て い る。 この 様
に して 現 實 を非 常 に 不 確 實 に 再 現 してVbる 。 ブ エ ノ ス ア イ レ スの 話 し言 葉 に 於
け る習 慣 的.VO9(vostomasり と時 々 用V・られ るtti(樋tomas)は 屡 々tti
七〇m6sとvostomasと 混 同 す る こ とに な る。 恐 ら く こ れ はvoseoに 伸 う動
詞 形 をCas七ilianSp.に近 げ よ う とす るmeriorationの傾 向 で あ る 。
vosearの用 例:iVosnotenesnada!工ynch.
Avostepasaalgunacosa・・… 一一一1bid.
i,Qu6ten乙svos:?・-Ibid.
,9Andeloん α5vis七〇?・Ibid.
上 記 の 最 後 の 例 の よ うにhabe■の ア ル ゼ ン テ イ ン に 於 け るPresen七Indica七ive
のvoseoの 形 はhab6sよ り も寧 ろhasで あ る 。
(ii)チ リ ー
一 世 紀 前 アル ゼ ンチ ン で 用 い られ て い る形 と異 つ たvoseoが 同 じ よ うに
チ リ ーで 据 ま つ た 。 然 しな が ら文 法 家 達 の 努 力 や 学 陵 で の 嚴 重 な敢 育 の お蔭 で
VOseoは敏 養 の あ る 人 達 の 間 で は 殆 ん ど 消 失 し た 。 そ し て 彼 等 は 樋 や
ustedを殆 ん ど無 頓 着 に 使 う。 然 しvoseoは 民 衆 の 粗 野 な 話 し言 葉 に 於 て 、
依 然 と して 、 そ の 位 置 を保 つ てv・る。
PRESENT
A.rgen七ine
VOS七 〇m{is
ノVOScomes
VOSvivfs
PRESENT
VOS七 〇m6S
ノ
VOSGomas
ロ ノ
VOSVIvas
INDICATIVE
Chilean
VOStomai(S)
VOScomfs
VOSvivfs
SUBJU1ヨCTIVE
VOS七 〇mfs
VOScomai(S)
vosvivゑi(S)
噂
VOS
VOS
VOS
七〇m誘
com6
vivi
ア メ リカy・ スパ ニ ツ シ ユ の特 性
FUTUREINDICATIVE
七〇mar義SVOS七 〇marfs
comerisVOScomeris
ViViraSVOSViVirfS
IMPERAT工VE
IMPERFECT
VOS七 〇mabas
VOScomfas
toma(*七〇mの
come(*com6)
vive(*vivf)
INDICATIVE
vos七 〇mAbai(s)
VOscomfai(s)
*はアル ゼンチ ンに接 す る地域 に於て 用い られ る。
IMPERFECT
VOS七 〇maras
voscomierag
SUBJUNCTIVE
vos七 〇m義mi(S)
voscomi6rai(S)
o
(43)
チ リーに於 け る最 後の 一sは 軍 な る氣 息音で あ るが全然襲 音 されない ことは注
意 を要す る。一 謡i(s)の語尾 に於 ては殆 ん ど稜音 されない。從 て この様 な形 は
通例 一ai叉はayで あ る。例 えばestai,estay,七〇mai,tom・■Y等 。一一・is語
尾 に於 ては然 しなが ら強勢 のhighfron七voweiiの爲 に氣息音 は明かに聞 え
る。 そ して左檬 な形 は通例sを 以て書か れ、 それ程屡 々で なv・がhを 以て書
か れ る。即ちvenfs叉 はvenfh;11egufs又は11eguihであ る。
上 に掲 げた攣化表 よ り{1贋接法 現在 一ar動詞 に於 け る二 人稻 複敏 語 尾 及
び一一一er及び 一ir動 詞 に於け るSubjunctivePresentに於 け る二 入稽複激語
尾 は、 占代の 一as形 よ りも寧 ろ 一 ゑi(s)形で あ る。(2}一一er動詞の直接法現在
'
に於 け る一・-6s語尾 と 一一ar動詞の假 定注現在 に於 け る 一6sは一ir動詞の一一fs語
尾 との類推 に依 て一fsとなる。(3聰ての 動詞の未來 に終 つて い る二 人稻 の複藪
形 は 一一6sよりも寧 ろ 一fsである。(4}命令形 は通例 正 しい二 人稻軍数 形 で ある
が複歎形 も亦用 い られ る。特に 田舎 の地方及 び アルゼ ンテイ ンの國境 に於て用
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い られ る。
チ リー に於 け るvoseo形 の 行 は れ る地 方 はyン ホ ア ン、 サ ン 、ラ イ ス 、 メ
ン ドサ 地 方 で あ る 。 勿 論 時 々 上 に 述 べ た 其 等 以 外 に チ リ ー に 於 て 他 の 形 式 を 聞
'く
。 例 えば もつ と一 般 的 なamai(s)に封 してama(s),soi(s)に蜀 してso(s)
等 で 、 恐 ら く ア ル ゼ ンチ ンの 影 響 で あ ら う。
voseoの用 例 を 二 つ 三 つ 學 げ れ ば
NoIotom6samalnipongaiesacara.-L-一一Alber七〇Romero.
Debiscorrer…vossosnifio・・・…c6mete七〇dosIoschupesque
P・d・yyve・i・qU691・ria・-P・・gu・v・・n・P・ng・y・saeara……imi・・!
teVOyacon七ar.一 一Sepfilveda.
iQu6decfh,11ifia?…… ・?Cuantovalrd(=valdras),pelo七ita
dioro?-ManuelGuz蝋nMa七urana.
(iii)ペ ノL!-
voseoは南 部 ペ ル ー特 に ア レ キ パ に 於 て 一 般 の 話 し言 葉 と同 様 に 粗 野 な 話
し言 葉 に 於 て も用 い られ る 。 リマ と ク ス コの 中 央 部 に 於 て はvosは 完 全 に 十
八 世 紀 の絡 り頃 迄 に 樋 に 依 て 置 きi換え られ た 。 ペ ル ー に 於 け るvoseoの用 法
に 就 て は 未 だ 調 査 不 充 分 に て 噺 定 的 な こ と は 云 い 得 な い 。
(iv)ポ リ ピ ヤ
敏 養 の あ る者 は一 般 に 標 準 のtti形 式 を 用V・る(七tihablas,ttivienes)、
大 衆 の 且 、國 語 磧 の 都 会 の 話 し言 葉 に 於 て は 、 命 令 形 及 びserの 直 接 法 現 在 を
除 い てVOS十 軍 籔 動 詞(VOShablas,VOSvienes)を使 う。 田 舎 の 地 域 、 特
に サ ン タ 、 ク ル ス 、 デ 、 ラ 、 テ イ エ ラ及 び チ リ ー 、 ア ル ゼ ン チ ン に 境 を 接 して
い る部 分 に 於 て は 、 複 敏 動 詞 と共 にVOSが 使 わ れ て い る 。(VOShabl義is又
はhaわ 猛svosvenfs,vossab6s,e七c.)
(v)エ ク ア ド ル
voseoに關 す る 限 リ エ ク ァ ドル は 二 つ の 地 域 に 分 た れ る 。 キ トー を含 ん だ
北 部 及 び 中央 部 分 と 、 グ ァ ヤ キ ル を含 ん だ 海 岸 地 域 とで あ り、 前 者 に 於 て は 、
voseoは田 舎 及 び 都 会 の 日常 の 話 し言 葉 に 於 て 普 通 で あ る。 特 に 教 養 の あ る 人
ア メ リカ ン ・ス パ ニ ツ シユ の特 性(45)
々の商に於てす ら左様である。後者の場合に於ては 駈 の用法 は高地 に於てよ
り、 す つ と屡 々使 わ れ る。voseoの 主 た る形 は 、チ リ ー に 於 で 用 い ら れ て い る
形 で あ る。 即 ち 一ar動 詞 に 封 す る 語 尾 は 一iisそ しで 一er及び 一一ir動詞 の 双 方
に 謝 し て の 語 尾 は一fsで あ る。(querfs,habis,decfs,e七c.)命令 形 は時 々輩
勲 輩 激(七 〇rna)であ り時 々複 藪 のtom謡 で あ り、 未 來 形 は 一一般 に ア ル ゼ ン チ
ンの 形 に依 つ て い る。(七〇marゑs,comθ通s,dir義s.)エク ア ドル 市 に 於 て は 牟
ぱ 教 養 的 な階 級 はvosと 共 に 、 二 入 稽 輩 激 動 詞 を 使 う傾 向 が あ る(voseres・
VOssabes,e七c)。正 確 な 軍 敏 形 と共 に 使 わ れ る 楠 は 時 々時 々VOSと 共 に 混
り、 其 が 廣 く鑛 が つ てv・るの で 、 ア ル ゼ ン テ イ ンや チ リe-va於け るや うに 確 定
的 な一 般 的 な 傾 向 を 見 出 す こ と は 困 難 で あ る 。
(vi)コ ロ ン ビ ヤ
ttiと衝 突 しつs存 在 して い る通 俗 の コ ・ ン ビ ヤ の 話 し言 葉 に依 て 用 い ら
れ て い るvoseoの 一 般 的 な特 徴 は 、 ア ル ゼ ン テ ィ ン 形 と 用 じ で あ る。(VOS
ton1舶,ten6s,vivfs;七〇masteS叉はtOma七es又 は 七〇maste,e七c.;七〇m氏
七en6,vivf,七〇mabas,七enfas,e七c.)然し ア ル ゼ ン チ ン 用 法 と 反 蜀 に 未
來 は 一 般 に 一6s〈ver6sりに 終 つ て い る6尤 も 且enriquezUrefiaが其 の 著
"Observacionessobreelesp,afiolollAmerica,'で云 つ て い る よ うに 絶 劉 的
な もの で は な い け れ ど も。haberの 現 在 は 一 般 にhasで あ っ てhab6sは 稀 で
あ る。 南 部 コ ・ ン ビ ヤ に於 て は 然 しな が らvoseo形 は エ ク ア ドル に 於 て 用 い
られ た 形 に似 て い る。 コ ・ ン ビ ヤ の 大 西 洋 岸 に 於 て はtfiが 一 般 に て 、vosは
稀 で あ る。
(vii)パ ナ マ
首 府 及 び コ ・ンに 於 て は 垣 は 用V・られ 、vOSは 國 の 奥 地 特 に 隣 接 した コ
き
ロン ビヤの奥地 に於て聞かれ る。
〈viii)コズ タ、 リカ
voseoは中米のすべ ての五 つの共和 國に於 て 普 通で あ る。然 し其 の 形 式
は、 アル ゼ ンチ ンの形式 もあれば、 チ リーの形式 もあ り、非 常 に 混 齪 して い
る。 そ して時 々ttiとvosと が混 り合い、動 謁 形 は箪敏 で あつた り、複敏で
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あつた りす る。 コスタ、 リカに於 てはvoseoは非常 に一般 的で あ るか ら して 、
voseoは学校 に於 て さえ も聞 かれ、樋 の用 法 は学問 をて らうもの として 考 え
られている。 ニカ ラガ、 オ ンヅウラ ス、エ ル、 サルバ ドール、グ アテマラに於
て も同程度に用い られでい る。
(ix)メ キ シ コ
メキシ コは元來 七6を用 うる國であ る。voseoはテ ウアン テペ ク地峡 とグ
アテマ ラの間の地域 であ る東南 に於 け る比較的 に限 られた る地域 に於 ての み、
用 い られ る。 メキ シコの この地方 ぱグアテ マラと言 語的 に類 似 黙 を 持 つ てv・
る。voseoの地域 はチ アパ ス及び タバ スコ洲 の大部 分 を含んで い る。
(X)ア ンテイル列 島
ブエル ト、 リコとサ ン ト、 ドミンゴに於 ては 樋 のみ が 用 い られ る 。 ク
ーバに於てはvoseoは 東部 に於 け る極 く限 られた部分 にだけ知 られ てV・る。
取 りわ け、 メキシコや ペル ーに於 け るが如 く、vosの用法 よ り寧 ろttiの規則
正 しい用法 は、其 の地の植 民地 的教養 を反映 している。 そ して この教養 は、言
語に於 ける大衆的 風潮 に押 し流 されて い くの を制す る ことに役立つ た。其 の上
に、 キューバ とプエル ト、 リコは南米各國が其の猫立 を爲 しとげて後 、約百年
間、 スペインの植民地で あつ たか らで あ る。從 でvosは東 部 キユバt・…の奥地 、
主 に キヤマグ ウエ イ、バ ヤモ、マ ンサ ニリヨに於 て の み、現 は れ た。此 虞 で
は他 の土地の よ うに代名詞 七eと 七uyOと共 に で な くて 、正 しい形のOSと
vues七roを以て用い られてい る。 この ことは高程 の敏養的及 び肚会的環 境 を反
映 してい る。
ζLに 結論 と して云 える ことは、文法 家 や、用語の潔癖家の痛 烈な非 難に
もか ㌧わ らす、言 語 とい う繊 維 に深 く織 り込 まれ 、深 く大衆 の中に根 をはつた
voseoの用法 は容易 に根絶 する ことC!i?出來 ない力 を持 つてい る ことは否 定出來
ぬ ことで あ り、又CastilianSp.にて味 はわれ ぬ・一種 の味 いが あ る と も云1え
ぱ、云 えぬ こと もなか らう。
ア メ リ カy・ ス パ ニ ツ シユ の特 性 (・47)
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